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☆ 司会進行  SAA –栗林久一 君 
 

  会長 稲垣 崇 君 

まだまだ、暑い日が続きますが、今日から例会では、上着・

ネクタイ着用となっていたと思ったのですが、私の勘違いだっ

たのでしょうか。みなさん、まだクールビズの様ですね。官公庁

も今月末まではクールビズの様ですので、私たちの例会も同じ

で良いと思います。みなさん、そうしませんか。 

２週連続で例会がなかったので、会長告知をしなければなら

ないことを忘れてしまって、いつもであればロータリーのいろは

などを勉強してきて話をするのですが、今日は勉強をしてきて

いません。でも、プログラムの会員卓話で尾崎さんがロータリー

について話をしてくれますので、会長告知では話さなくても良

いかな、と思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 21 日に地区の 

クラブ会長・会員増強委員長 

合同会議に行ってきました。会議は、役員の方から増強のお

願いということで、新入会員の推薦と勧誘、そして退会防止に

ついての話でした。いつもと何等変わらないなぁ、それだけだ

な、という感想でした。会長・委員長両名とも来ていないクラブ

もあり、会長だけの出席のクラブもありました。そんな会議にも

かかわらず、私たちのクラブからは、増強委員長並びに増強委

員が都合で行けなくても、委員でもない栗林さんが代理で出

席してくれました。そして、会議にはガバナー補佐の細川さん、

地区増強委員の小池さんも出席しており、私を含め４人も会議

に出席していたのです。１４名のクラブで４人も出席したのです。

約３分の１の出席です。私たちのクラブはなんと真面目なクラ

ブだなぁ、と思いました。これからの会員増強が楽しみです。み

なさん、共に会員増強を頑張りましょう。 

 

   幹事 森本弘之 君 

○例会終了後、理事会を開催します。 

○IM2 クラブ協議会参加、出席名簿に記載して下さい。 

 

 ｢ロータリアンに 

知っておいて欲しいこと」 

尾崎達哉 君 

●国旗掲揚と国歌斉唱 

日本のロータリークラブは、例会場には国旗が掲げられ、毎 

月の第一例会では国歌を斉唱します。第２次大戦の開始前後、

米国発祥のロータリークラブは米国のスパイではないか、フリ

ーメーソンの一味ではないかという疑いを持たれました。その

疑いを晴らすため、国に忠誠を誓うことを示す意味で、例会で

は国旗を掲げ、国歌を歌い、それが習慣化して今に至ったと

いうのが通説です。当時例会の度に特高（特別高等警察）が

来て、例会を監視したそうです。それだけに、1935 年に作ら

れたロータリーソング“御国に捧げん我等の業、望むは世界の

久遠の平和”という言葉を含む「奉仕の理想」も盛んに歌われ

ました。 

米国は移民の集まりなので、米国人であるという自覚を持た 

せるためにも必要なのでしょう。しかし、最近の米国のロータリ

ークラブでは、例会場に国旗は掲げてあるものの、国歌斉唱

やロータリーソング合唱はしなくなったというクラブが多いそうで

す。また、米国以外の外国にしても、ロータリークラブの例会で

習慣的な国旗掲揚や国歌斉唱、ロータリーソング合唱などはし

ないクラブが少なくありません。 

 

●日本のロータリーソング 

＊奉仕の理想（1935 年～） 

＊我等の生業（1935 年～） 

＊手に手つないで（1952 年～） 

＊それでこそロータリー（1953 年～） 

＊四つのテスト（1973 年～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ロータリーは人道的な奉仕を行い、あらゆる職業において高

度の道徳的規準を守ることを奨励し、かつ世界における親善と

平和の確立に寄与することを目指した「実業人」および「専門 

会 長 告 知 

幹 事 報 告 

本日のプログラム 



 

85.71% ⇒ 100.00%

出席率会員数 欠席者 出席者

9月4日 の修正出席率

14名 3名 11名 78.6%

ROTARY CLUB SONG 

それでこそロ－タリ－ 

職業人」が世界的に結び合った団体です。 簡単にいえば、 

自分を磨き人を育て、時には慈善行為「ボランティア」活動など

を行う「世界的」な団体です。 

 

 

 ロータリーは本来、草の根的な組織であり、その奉仕活動の

ほとんどが「クラブ」レベルにおいて実施されています。 

 地区および国際的な組織機構は、クラブがそれぞれの地元

地域社会をはじめ海外において多くの奉仕を提供できるよう支

援するものです。 

 

○年次総会 

○理事会 

○協議会(アッセンブリー) 

○討論会（クラブフォーラム） 

○家庭集会 

○例会 

 

 ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念

を奨励し、これを育むことにある。 

 具体的には、次の各項を奨励することにある。 

第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。 

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価

値あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリア

ン各自の職業を高潔なものにすること。 

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社

会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること。 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを

通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  SAA 栗林久一 君 

 

 

 

 

  出席委員会 松本政彦 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ニ コ ニ コ 箱

出 席 報 告

次回例会のご案内 
★10/16 例会は 

細則第５条第２節により、休会 

 

★10/23 例会は 

外来卓話；藤田一希様 

  ＊５Gと未来 


